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１．全国におけるダム湖の利用実態 

国土交通省では平成３年以降、概ね３年毎に｢河川水辺の国勢調査｣として全国の所管河川及びダム湖におい

て自然環境及び利用実態に関する調査を行っている。 

このうち｢ダム湖利用実態調査編｣では国土交通省の直轄ダム、水資源機構ダムおよび内閣府管理(沖縄)のダム

についての利用実態調査結果が整理されており、その中から以下に全国的なダム湖の利用者数の推移及び利用

者数の多いダムに関する調査概要を示す。 

なお平成 15年度版では全国 98か所のダムで調査が行われており、全国で約 1.4 千万人の年間利用者数を

推計している。 

※調査手法等については、｢3.参考資料｣参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全国のダム湖利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用形態別利用者数の推移 

 

 

 

 

平成 15 年度調査において、利用者数が上位に位置したダム湖の概要及び利用形態別に上位のダム湖は以下

の通りである。 

利用者数の多いダム湖については、｢比較的大都市近郊｣、｢周囲に有名観光地が位置する｣、｢スポーツ・レク

リエーション施設が充実｣という共通した要素が伺える。 

※網掛けは近畿地方に位置するダムを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用者数及び利用形態別上位のダム 
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２．計画地近傍ダム湖の利用概要 

ここでは先に述べた調査結果のうち、当該計画地近傍に位置するダムのデータをとりあげる。 

調査ダムとしては安威川ダム同様、淀川水系に位置し、大都市圏からの日帰りレクリエーション拠点として

整備が進められた｢①日吉ダム(京都府南丹市)｣、｢②天ヶ瀬ダム(京都府宇治市)｣、｢③布目ダム(奈良県奈良市)｣、

｢④青蓮寺ダム(三重県名張市)｣、｢⑤一庫ダム(兵庫県川西市)｣の５ダムを選定した。 

なお、①～②については平成15年度に｢利用者の多いダム(成功事例)｣として、③については平成17年度に、

｢市民参加手法による整備事例｣として｢安威川ダム利用促進検討業務｣の中でヒアリング調査を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査ダムの位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査５ダムの概要 

 

これら調査５ダムのうち日吉ダム及び天ヶ瀬ダムについては、平成 15 年度調査で利用者数上位 10 内のダ

ムにランクされている。 

利用形態別では天ヶ瀬ダムが｢スポーツ｣、また布目ダムが｢釣り｣で１位であり、日吉ダムについては｢釣り｣

及び｢野外活動｣で３位以内に位置している。                        ※前頁参照。 

 

＜日吉ダム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川水系桂川上流部に位置する。 

整備計画の中心となるダム直下流は、ダム本体と広大な公園で構成されており、円形橋や広場などの施設の

他に「スプリングスひよし」がある。 

平成 15年度における年間利用者数は53万人と推計される。 

利用形態別の内訳を見ると「施設利用」が約4割であり温泉などのある｢スプリングスひよし｣の利用が多い。

また、「野外活動」が約2割を占めており｢スプリングスひよし｣や｢府民の森｣周辺の利用が多い。 

 

 

 

2



 

＜天ヶ瀬ダム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム湖は平等院、宇治橋等の名勝を有する宇治市と琵琶湖の玄関口である大津市を結ぶ観光ルート沿いに位

置する。また、琵琶湖国定公園内に位置する。 

平成 15年度における年間利用者数は35万人と推計される。 

利用形態別の内訳を見ると「スポーツ」が約5割を占めており、大石運動公園地区の利用が多い。また、「散

策」と「野外活動」がともに2割程度でダム本体周辺、およびダム本体直下流の利用が多い。 

 

＜布目ダム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良の東端に位置し、交通の便に恵まれている。ダム湖周辺には景観を楽しめる広場が設けられ、自然との

ふれあいの中での行事が開催されている。 

平成 15年度における年間利用者数は13万 5千人と推計される。 

利用形態別の内訳を見ると、「釣り」が約4割を占めている。また、「野外活動」が約2割を占めており、ダ

ム本体周辺、広場や公園が整備された副ダム貯水池レクリエーション広場(ダム湖上流端)、およびコスモス公園

がある右岸湖畔の利用が多い。 

 

＜青蓮寺ダム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲線を生かした堤高82ｍのアーチダムである。近鉄名張駅から3ｋｍに位置し、室生・赤目・青山国定公園

に隣接する観光ルート上にある。 

平成 15年度における年間利用者数は7万8千人と推計される。 

利用形態別の内訳を見ると、「散策」が約4割を占めており、遊歩道のある左岸湖畔の利用が多い。また、「釣

り」が約2割を占めている。 

 

＜一庫ダム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム湖は兵庫県と大阪府の府県境、北摂の山並みが阪神平野へと連なる出口部に位置し、周辺には大規模団

地が開発されている。わが国でも有数の都市近郊型ダムである。 

平成 15年度における年間利用者数は約30万人と推計される。 

利用形態別の内訳を見ると、「散策」が約4割を占めており、ダム下流広場や一庫ダム駐車場、国崎湖岸付近

の利用者が多い。また、「野外活動」は約2割を占めており、ダム湖上流端の千軒キャンプ場、知明湖キャンプ

場、および多目的広場等を備えた国崎せせらぎ地区(ダム湖上流端)の利用が多い。 
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■安威川ダムと近傍ダムとの比較 
ダム名 立地条件 アクセス 周辺資源 備 考 

安威川ダム ・茨木市中心部から北へ直線距離で約６

～７kmと市街地に近接している。 

・茨木市の市街地や国際文化公園都市

｢彩都といった都市空間と、北摂自然

公園区域や近郊緑地保全区域といっ

た自然空間の接点に位置する。 

・現在の主要なアクセスは府道茨木亀岡

線であり、公共交通機関では阪急茨木

市駅からバス路線が通じている(約

30～40分)。 

・平成30年度には新名神が開通予定で

あり、茨木北 IC(仮称)から大岩線によ

る広域的アクセスも可能となる。 

・竜王山、東海道自然歩道、豊富な動

植物などの自然資源や阿武山古墳、

権内水路などの歴史文化資源を有し

ている。 

 

・利水容量の縮小(常時満水位の低下)により竜仙峡が保全される。 

・ダム湖上流部の右岸を中心に平坦地が残されると共に、左右岸を繋ぐ登

龍橋や高橋の利用も可能となる。 

・水辺と一体となったレクリ空間の創出が可能となった。 

日吉ダム ・京都市の中心部から北西に直線距離に

して約 25～30km、車・電車共に約

１時間、京都府のほぼ中央部に位置す

る。 

・大阪圏からは車、電車共に約1.5時間

程度。 

・JR山陰本線日吉駅から、徒歩40分、

路線バス10分程度。 

・京都縦貫道園部 I.C.より約 10分。 

・かやぶき音楽堂(国登録有形文化財)

・清源寺(木喰仏) 

・園部城跡 

・生身天満宮 

・かやぶきの郷 

・ダム堤体下流側に総合リラクゼーションスポットである｢スプリングス

日吉｣。 

・堤体上流側にビジターセンター。 

・ダム湖中流部に｢府民の森ひよし｣、｢梅野木谷公園｣。 

・ダム湖上流部に｢宇津峡公園｣が整備。 

天ヶ瀬ダム ・京都府宇治市から約2.5km(京都市内

から約15km)の都市型ダム。 

・周辺は琵琶湖国定公園に含まれてお

り、自然環境を利用したゴルフ場や森

林公園などが存在。 

・大阪から宇治駅まで約40～50分。

・京都から宇治駅まで約15分。 

・徒歩にて京阪宇治駅から約50分、JR

宇治駅から約１時間。 

・タクシーでは10分程度。 

 

・平等院、宇治橋。 

・京滋バイパスを利用することで、大

津市・比叡山・石山寺にも近く観光

ルートとなる。 

・ダム湖下流付近に、｢右岸展望広場｣、｢天ヶ瀬森林公園｣。 

・ダム湖上流部に｢大津市都市公園｣が整備。 

布目ダム ・大和高原北部地方に位置し、眺望・オ

ープンスペースといった自然的景観

に依存した観光レクリ圏域に含まれ

る。 

・幹線道路網沿いに位置することから、

大阪・奈良・京都からほぼ 40～90

分の日帰り圏内に位置する。 

・JR・近鉄奈良駅から車(バス)で約 60

分。 

・名阪国道針 I.C.から約 30分。 

・名阪国道山添 I.C.から約 20分。 

 

・神野山(県立月ヶ瀬神野山自然公園)。

・月ヶ瀬梅林。 

・花香房(直産センター)。 

・柳生の郷。 

・円成寺の名勝庭園。 

・ダム湖周辺に公園・広場が点在。 

・農村広場には夜間利用が可能な、テニス・ゲートボールコート。 

・副ダム貯水池において、ヨットやカヌー等湖面利用施設(山添村B＆G海

洋センター)が整備。 

青蓮寺ダム ・名張市街から約５km程度の距離にあ

る。また大阪や名古屋のベッドタウン

に隣接する都市型ダム。 

・下流には大学も立地。 

・周辺は室生・赤目・青山国定公園に指

定されている 

・貯水池を含めた全体が赤目・一志峡県

立公園に指定されている 

・近鉄名張駅から自動車で約５分、徒歩

で25分。 

・名阪国道針 I.C.から約 45分。 

・名阪国道上野 I.C.から約 35分。 

・香落渓 

・赤目四十八滝 

・日本オオサンショウウオセンター 

・名張藤堂屋敷 

・曽爾高原 

・ハイキングコース 

・ダム両岸は団地のため、堤頂道路は生活道路として機能。 

・キャンプ場や公園、広場、魚釣り場の他、せせらぎ水路・池等を利用し

たバードサンクチュアリー。 

・ホテルやレストラン(現在は閉店？)が整備。 

一庫ダム ・大阪市内から１時間程度で訪れること

が可能。 

・周辺は阪神間のベッドタウンとして急

速に開発が進み人口の増加も著しい。

・猪名川渓谷県立自然公園に含まれる。

・阪神高速池田線木部 I.C.より約 20分。

・能勢電鉄山下駅からバスで約10分。

・湖畔は近畿自然歩道のコース 

・妙見山、多田銀銅山跡 

・郷土館 

・ダム湖中央部付近は｢県立一庫公園｣。 

・キャンプ場、公園、展望台、グラウンド等が整備。 

備考     
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① 日吉ダム 

1）概要(平成 15年度｢安威川ダム利用促進検討業務｣より) 

① 1972年（昭和47年）に実施計画を開始し、1998年（平成10年）に完成した。 

② 京都市から約1時間、京都府のほぼ中央に位置している。 

③ 周辺整備計画としては日吉町において 1990 年に町内策定委員会において、ダム周辺環境整備事業

によるダム湖周辺における新しい水辺空間の創出と合わせて、観光・レクリエーション施設等の利用

を図る総合的な地域再建計画が策定された。1993年（平成5年）には[地域に開かれたダム]の第1

号の指定を受け、水資源開発公団、日吉町、財団法人水資源環境整備センターによってダム事業に伴

う周辺整備計画が策定され、1990年の計画に加えて水資源開発公団として実施する事業（ダム堤体

内ギャラリーの設置・一般公開、湖面利用施設の導入、環境保全や新たな景観創造計画等）を加えて

環境整備計画が策定された。また、日吉ダム記念公園に設置する施設については機能を集積した複合

施設（メモリアルホール）として再検討された。メモリアルホール及び周辺施設については 1994

年（平成6年）に管理運営面から検討され、実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 主な周辺施設としては「スプリングスひよし」「インフォギャラリー」「ビジターセンター」「府民の

森ひよし」「展望橋」がある。 

⑤ また、イベントとしては日吉町を中心に、春の「日吉ダムマラソン」夏の「日吉ダム親子マスつり大

会」、秋の「二時間耐久三輪車レース」「日吉ふるさと祭り」などが湖畔を生かして行われている。 

⑥ これより日吉町の観光客数はダム完成以前の2～3万人から、43万人（平成12年）と急増した。 

⑦ 特に「スプリングスひよし」は観光客だけでなく、地元の中心的な娯楽・飲食・買い物・スポーツ・

イベント施設として機能している。 
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②天ヶ瀬ダム 

1）概要(平成 15年度｢安威川ダム利用促進検討業務｣より) 

① 当ダムは昭和28年（1953）の淀川の大洪水による大被害を契機に、昭和34年（1959）に「洪

水を防ぐ」「電気を作る」「飲み水を供給する」の3つの目的でダムは着工され、昭和39年（1964）

完成した。 

② そのため、ダム周辺の整備等のことは考慮して計画されていない。 

③ ダムは、琵琶湖国定公園内にあり、周辺には名所旧跡が多い。特に、平等院や宇治上神社、宇治橋な

どのある宇治市と大津市を結ぶ観光ルートにそって位置しているため、多くの人々が観光や憩いの場

としてダム及び周辺を訪れている。 

④ 平成12年度の「河川水辺の国勢調査結果」で見ると、利用者数は全国91のダムのうち第8位に位

置し利用者の多いダムである。 

⑤ 主な周辺施設は「天ヶ瀬森林公園」と用地買収でできた河川敷を利用し大津市が整備した「大石緑地

スポーツ村」である。 

⑥ 国勢調査結果で見ると周辺施設利用者の40％はスポーツ利用で、これは「大石緑地スポーツ村」の

利用者が多いことによる。また、天ヶ瀬森林公園を含むダム本体周辺及びダム本体直下流での散策が

多い。 

⑦ イベントとしては、「森と湖に親しむ旬間」を行っている。また、ダムのライトアップ、スタンプラ

リーへの協力を行っている。 

⑧ ただ、国勢調査で見ると、年々利用者数は減少傾向にある。 

⑨ ダム周辺には駐車場は殆どない。小さな駐車場を整備する計画以外、将来の周辺計画は特にない。ま

た、地形の制約上周辺への施設誘致・整備も難しいと考えられる。 
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③布目ダム 
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④青蓮寺ダム 
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⑤一庫ダム 

知明湖は「猪名川渓谷県立自然公園」に含まれ、湖畔の洲張・出合・国崎・龍化の 4地区では「兵庫県立一

庫公園」と一体的に一庫ダム湖活用環境整備事業が行われている。 
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３．参考資料 

 

■河川水辺の国勢調査〔ダム湖版〕(ダム湖利用実態調査編)の概要  

 

１．調査概要 

①ダム事業及びダム管理の適切な推進のため、ダム湖およびダム周辺を環境という観点からとらえた、定期

的、継続的、統一的なダムに関する基礎情報の収集整備のために実施。 

②魚介類、底生動物、動植物プランクトン、植物、鳥類、陸上昆虫類等、両生類・爬虫類・哺乳類に関する

調査を行った「生物調査」とダム湖の利用者数等の調査を行った「ダム湖利用実態調査」から成る。 

③ダム湖利用実態については現在、平成３，６，９，１２，１５年度の調査結果が公表されている。 

④平成３年度以降の調査ダム数は順に75、81、82、91、98ダムである。 

⑤ダム湖利用実態調査における調査項目とその目的は以下の通りである。 

・ブロック区分調査…ダム本体と周辺環境整備の利用者の利用環境の把握と調査ブロックの区分。 

・利用者カウント調査…年間利用者数の推計に用いる基礎データの収集。 

・利用者アンケート調査…利用目的及び感想等の把握及び年間利用者数推計の基礎データの収集。 

・イベント調査…ダム湖における各種イベントの開催状況及び参加人数の把握。 

 

２．調査方法 

①調査区域…河川区域のダム管理区域を基本とするが、河川区域外にあってもダム湖と隣接して一体となっ

た利用が図られている施設等がある場合はそれを含めて調査する。 

②調査実施時期…調査日は春季休日２日、春季平日、夏季休日、夏季平日、秋季休日、冬季休日の７日間を

設定。平成１５年度の調査日は4月29日、5月 5日、5月 15日(平日)、7月 27日、8月7日(平日)、

11月 3日、1月 11日。 

③ブロック区分調査…対象ダムの基礎情報やダム湖周辺における環境整備状況の整理を行う。また自然利

用・施設利用・湖面利用によって数ブロックに分類を行う。 

④利用者カウント調査…利用者数をブロック毎に日の出から日没まで２時間毎に調査し、時間帯、性別、年

齢、利用区分別に人数を把握する。ここで利用者の平均滞在時間を２時間と考えて各調査時刻における観

測値の合計を１日の利用者とみなす。利用区分については下表に示すとおり。 

 

 

 

 

⑤利用者アンケート調査…利用者カウント調査と並行して利用者に対し交通手段や目的地等について直接

質問を行い、回答を得た。最小サンプル数(アンケート対象者)は各調査日において20人以上とする。 

⑥イベント調査…ダム管理者や施設の運営主体等から調査区域内において開催された概ね100人以上が参

加するイベントについて、期間、時間帯、規模、種類等について直接聞き取りを実施した。 

 

３．年間利用者数の推計方法(平成 15年度報告書より) 
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